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上代日本文学の時間論的研究・序説
An introductory report on ancient Japanese literature 
studied in terms of the “time”concept 
粂川光樹※
Abstract 
In the late 1960s some noteworthy works appeared in 
connection with the problem of “time”within ancient J apa -
nese literature. Among the subjects of those works were: 
Concept of circulated time and lineal time; Development of 
the awareness of nothingness; Distinction between sacred 
and secular; Meaning of the neutral zone between night and 
day; Mode of reminiscence; and so forth. 
This brief report consists of three parts. In Part One, 
I examine the background by which those new aspects 
emerged, and introduce some achievements by Nobutsuna 
Saigo, Katsumi Masuda, Masao Maruyama, Jinkei Hirano and 
Y asushi Nagafuji. 
In Part Two, I turn my attention to the “time”in Kojiki 
and Nihonsho ki, and see how they treated the “once-only" 
happenings in the story to trace the origin of the lyricism 
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flavoured by the sense of “time”of such Mαny7>shu poets 
as Hitomaro, Tabito or Yakamochi. 
In Part Three, I study why the place known as Yoshino 
had been connected to the concept of eternity and became 
a sort of sanctuary in the ancient literary works. Religion, 
weather, products, power of tribes, political situations etc. 



























































































































































































































































































食剣！｜光樹 （万葉集の）時間 〈国文学＞ 5月号
＊＊柳生章翻訳語の論理一言語にみる日本文化の構造一法政大学出版局
＊剣！｜光樹古事記と時間試論1 〈古典と現代＞ 37号

























＊森朝男 柿本人麿の時間と祭式（鑑賞日本古典文学第3巻『万葉集j 角JII 
書店）




＊粂！！｜光樹 「時は経ぬj考 一試論・家持の時間一 〈論集上代文学〉第7間
女大久間喜一郎 「去にしJの持情（森脇博士古稀記念 『万葉の発想j所収）
桜楓社
＊永藤靖時間の様相（下） 〈文芸研究＞ 37 
＊奈良橋善司 「いにしへjの見える場所（『万葉の虚構j所収） 雄山閣
＊神野志隆光古代文学において〈時間〉はいかに意識されたか 〈国文学＞ 9 
月号
＊田中文雄人麿の懐古意識をめぐって ー近江荒都歌を中心としてー（『熊谷
武至教授古稀記念国語国文学論集j所収） 笠間書院
＊剣｜けも樹 懐古的持情の展開 〈論集上代文学〉第8冊
＊近藤章古の人にわれあれや く論集上代文学〉第8冊
1978 （昭和53)
＊剣I光樹万葉集の「時J 〈フェリス女学院大学紀要＞ 13号
＊永藤靖古代日本文学と時間意識（承前）一時間と時闘を超えるもの－ 〈文
芸研究＞ 39 
討議要旨
秋間俊夫氏（オークランド大学講師）より、時間意識の問題を細分化して
研究していく乙とに対しての若干の危具がコメントされ、つづいて、吉野の
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永遠の意識と古代国家の成立期という乙とがいかに関わっているか、またそ
れは「古事記Jにあらわれている時間意識の変遷とパラレルな関係をもつの
ではないか、とし1う質問があった。これに対し発表者より、大海人皇子が吉野
にのがれ、その後天武朝になり、壬申の乱の功績者達が力を得てくるという
背景の中で大海皇子の支えになった吉野地方の豪族もまた力を得て神話的な
効果を与える役目をし、吉野が神話的な永遠観に結びつけられていったので
はないかと、松田久雄著「丹生の研究」等を援用しながら返答があった。
大久保正氏（国文学研究資料館教授）より、常世意識と時間意識の関係を
いかに考えるかとの質問があり、発表者より、複雑な問題であるが、やはり
常世観念の変化を丹念にたどり、トコという言葉の面からの調査と、常世の
実体的な内容からの把握を組み合わせていけば答えの筋道が見えてくるであ
ろうとの返答があった。
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